
深海掘削計画の歩み

海　　　外 国　　　内
1959：モホール計画の発表

1961:カス1号による初の深海掘削

1968:グローマーチャレンジャー号に
　　よる深海掘削計画DSDPの開始

1975:国際深海掘削計画IPODとなり
日本が参加（運用資金を国際分担）

文部省/東大海洋研

1985:ジョイデスレゾリューション号によ
る国際深海掘削計画ODPの開始

文部省/東大海洋研

1994:ODP執行委員会で日本のライザー
　　　掘削船構想を支援する動議が採択

1996:ODP長期計画書で2003年以降は
     ライザー型と従来型の2船体制と位置
     付け

２００３：１０月　統合国際深海掘削計画(IODP)へ

2003:9月末
ODP計画終了

1999:5月
     日米コモンアジェンダに追加

1990:研究着手
（海底深部地層サンプリングシステム）

1992:深海掘削船システム要素技術開発の開始

1995:深海掘削船全体システムの研究開始

1998:海底掘削システム試験
     機の製作開始

ライザー掘削船の
開発着手へ

1990:海洋開発審議会第3号答申
     科学技術会議第17号答申

1993:海洋開発審議会第4号答申

1991:科技庁海洋開発推進懇談会・深海掘削研
　　究会でライザー掘削の科学的必要性と技
　　術的可能性の事前評価を実施

1994:科技庁海洋科学技術研究会・
     深海掘削研究会で科学的必要性と技術
　　 的可能性中間評価を実施

1996:ライザー技術国際ワークショップ

文部省/科技庁共催

1997:ライザー掘削国際科学者会議（CONCORD）

文部省/科技庁共催

1998:航電審「深海地球ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞ計画
     評価委員会」報告

1997:科技庁深海掘削懇談会で包括的評価を実施

2002：10月
     地球探部探査センター
　　　発足

2002：8月　科学技術・学術審議会
         「21世紀初頭における海洋政策」

2003:2月
    日本地球掘削科学コン
    ソーシアム活動開始

2001:2月
     IODP国内科学掘削推
     進委員会活動開始

1998:4月
　　IODP国内連絡委員会
　　活動開始

1999:4月
　　IPSC活動開始

2001:5月
     初期科学計画完成

2001:5月
　　iSAS活動開始

1997:IWG活動開始

2003:2月　IMI設立

2001年:4月
　　　「ちきゅう」建造開始

2002年:1月
　　　「ちきゅう」進水式

2003：5月
     高知コアセンター開所

2003：4月
     日米間の覚書署名
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